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── はじめに
［日本は］一旦西洋文明と接触すると、直ちに西洋文明を自分のものにすることができ
た。経済面でも機械化の面でも大きく進歩する一方で、日本はいかなる犠牲もいとわ
ない、統制された人民を有し、宿命論的で戦闘好きの心性を維持している１）。
日本では、……ヨーロッパ文明の流入とともに、日ごとに、かなり多くの都市で、石
造りの建物の建築も導入されている。日本は数十年のうちに、ヨーロッパの文明に特
別な重要性を付与する科学をも同化する能力を備えたのである２）。
これらは 1920 年代に出版されたイタリアの地理教科書に見られる日本関連記述の一例で
ある３）。1930 年代に入ると、以下のような記述も見られる。
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イタリア人青年の見た日清戦争期の日本
Giovanni De Riseis の Il giappone modernoに見る日本イメージ
上野隆生 UENO Takao
── はじめに
1 ── ジョヴァンニ・デ・リセイスについて
2 ── 旅程概要と訪問地の印象
3 ── 日本の習慣や国民性などに関する印象
── おわりに
【Abstract】Giovanni De Riseis was born in Naples, the son of a traditional peerage. He made a round-
the-world tour from 1893 to 1894 after graduating from the University of Naples. During his voyage,
he visited Japan. Although he stayed no longer than two months, he made an in-depth report on Japan,
observing various aspects of city life. This article examines Giovanni’s observations on Japan and aims
to formulate a hypothetical framework for analyzing Italian images of Japan at the beginning of the
Sino-Japanese war. During the fascist era, Giovanni became mayor of Naples and a senator. Through
his images of Japan, it is possible to outline a typically Italian image of wartime Japan. This construct
could be instrumental in comparing Italian images of Japan during the period of fascist rule.
日本は、アジアでの最強国、最先進国で、最も秩序だった国である。日本の工業製品
は、他の欧米諸国の製品に対して競争を仕掛けていて、その工業は全世界の大部分と
の競争に対応している。日本の海軍は、非常に強力である。商業は、多くの鉄道網と、
大変出入りの多い、数えきれないほどの港湾とで非常に活発である。それらの港湾は、
頻繁に往来する航路によって全世界の国々の港と接続している４）。
今日、日本は、アジアにおける最強国で、最も文明的で豊かな国であり、欧米の最重
要国と肩を並べ、世界列強［������］の一員に数えられるほどになっている５）。
如上の記述からは、西洋文明を積極的に摂取し、文明化を遂げ、好戦的で軍事力の強化を
図り、列強に伍していこうとする日本のイメージが浮き上がってくる。1920 年代から
1930 年代のイタリアは、ムッソリーニのファシスト党が政権を掌握した時期に当たる６）。
それでは、如上のイメージはファシズム期に特徴的な日本イメージといえるのであろうか。
本稿は、1893 年から 1894 年にかけてアメリカ・アジアを経て世界一周の旅をし、その
後も世紀転換期にかけて中央アジアやアメリカへの旅行を繰り返したナポリ出身のジョヴ
ァンニ・デ・リセイス（Giovanni De Riseis、1872 年 6月 21日－1950 年 4月 15日、以下ジョヴァ
ンニと表記）が著わした『近代の日本』（Il giappone moderno）７）を素材として、日清戦争期の
日本がどのようにイタリア人青年の目に映ったのかを検討しようとするものである。
20章からなる本書は、ジョヴァンニの最初の大旅行を基にした叙述であるが、その目次
概要を以下に示した上で、本稿が対照とする時期について一言しておこう。
I． サンフランシスコから横浜へ
II． 日本到着
III． 横浜の生活
IV． 日本の祝日
V． 日本の首都
VI． 寺院
VII． 東京の生活
VIII． 政治生活と軍隊生活
IX． 吉原、あるいは花街
X． 演劇芸術（能・狂言）
XI． 演劇芸術［ � 　 � ］（歌舞伎）
XII． 山岳地帯（箱根）
XIII． 東北
XIV． 東海道に沿って──京都、古代の都
XV． 大阪から長崎へ
XVI． 芸術の覚書
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XVII． 宗教
XVIII． 法律と社会
XIX． ヨーロッパとの関係と条約
XX． 政府統計
実際の滞日期間は後述する通り、1893 年 10 月末から 12 月半ばくらいと考えられる８）。
しかし、ジョヴァンニは旅行の途次で記したメモを基に記述する傾向が強いこと 9）、本書
序文が 1895 年であること、本書 XIX.では、1895 年の日伊条約締結を巡るイタリア議会で
の批准承認経過の詳細 10）並びにその後の日伊関係の見通しについても記述していること 11）、
本書 XX.の「政府統計」では 1894 年 9月時点の数字も採録していること12）、後述するよう
に、本書の叙述には明らかに日清戦争後に関する内容が盛り込まれていること13）、などから、
滞日期間を経過した後 1895 年にかけての諸情報がジョヴァンニのイメージには一定の影響
を与えていると考えられる。そのため、本稿では敢えて日清戦争前とはせず、広く日清戦
争期として扱うこととする。
ジョヴァンニは次節で紹介するように、有力な貴族出身者で、ファシズム期にはナポリ
市長や上院議員を務めた。同じ年頃のドイツ人エーゴン・クーンハルトの日本イメージと
の比較 14）、ならびにファシズム期イタリアの日本イメージとの異同も念頭におきつつ、イ
タリア人青年の見た日清戦争期の日本イメージを概観し、その特徴を抽出することが本稿
の目的である。なお、管見の限りでは、ジョヴァンニならびに『近代の日本』に論及し、
本稿のような視点からイタリアの日本イメージについて論及した先行業績はほとんど見当
たらない 15）。そのため、紙幅の範囲内で、極力ジョヴァンニの記述を紹介することにも留
意したい。
1 ── ジョヴァンニ・デ・リセイスについて
本節では、ジョヴァンニの経歴について簡潔にとりまとめておくことにする 16）。
ジョヴァンニ・デ・リセイスは、1872 年 6月 21 日にナポリで生まれた。父ルイージ
（Luigi de Riseis、1831－1910 年）は、アブルッツォ州の貴族の出身で、その一族はシチリア王
や統一後のイタリア国王双方に密接な関係を持っていた。父方の祖父パンフィーロ・デ・
リセイス（Panfilo de Riseis、1795－1883 年）は、かつてのナポリ国王と同列の貴族（王族）の
出で、パンフィーロは、1880 年にイタリア王国の上院議員となった。ジョヴァンニの叔父
ジュゼッペ（Giuseppe De Riseis、1833－1924）も上院議員を務め、当時キエーティ（アブルッ
ツォ州の都市）に編入されていたペスカーラ（アブルッツォ州の都市）の発展にも重要な役割
を果たした。ジョヴァンニの母マッダレーナ・グエヴァーラ・スアルド（Maddalena Guevara
Suardo）の一族もナポレオン貴族の系譜を引き、母方の祖母は、サトリアーノ（現在はカラ
ーブリア州の州都 Catanzaroの一部）の王女でタオルミーナ（シチリアの都市、保養地でもある）
の支配者であった。ジョヴァンニは、1899 年 6月にアントーニア・ダリフェ・ガエターニ
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（Antonia D’Alife Gaetani、1881－1959 年）と婚約したが、アントーニアの母はラウレンツァー
ナ（バジリカータ州の都市）の公爵夫人で、ピエディモンテの王女、アリフェの伯爵夫人で
もあった。また、ジョヴァンニの義父ニコラ（Nicola）も上院議員を務めた。
ジョヴァンニは、1893 年にナポリ大学を卒業、法学士の学位を得た。その後、アメリカ
とアジアへの長期旅行に出かけた。本稿で対象とする日本訪問もその旅行の一部である。
ジョヴァンニがナポリで教育を受けた時期は、ナポリだけでなく、イタリア各地でもオリ
エンタリズムが高まりを見せ、文化的・科学的な雰囲気が高揚した時期でもあった。たと
えば、ジャポニスモの流行にも重要な役割を果たしたダヌンチオ（Gabriele D’Annunzio、1863
－1938 年）による芸術家協会展覧会が 1886 年にローマにて開催され、1888 年にはいくつ
かの日本の銅製品を展示する芸術博物館がナポリで開館した。
だがジョヴァンニは一連の旅を終えると、1904 年の出版 17）を最後に、旅に関わる著述活
動をしなくなった。貴族の称号や爵位を多く有することもあり 18）、家族の伝統を継ぐ格好
で、ジョヴァンニは各種の行政職や政治職を務めていった。たとえば、1902 年から 1912
年にはキエーティ議会の議員を務め、1929 年にはフィウーメの知事に任命された。ジョヴ
ァンニは、全国ファシスト党（Partito Nazionale Fascista）に 1925 年 3月に入党し、ナポリ支
部であるナポリ・ファッシの名誉会員証を得た。そして、1930 年 1月 6日から 1932 年 4
月 7日の間、ナポリの初代ポデスタ（Podesta、ファシズム時代の任命制の市長）に任じられた
（ナポリでの居所は Via Francesco Crispi, 71）19）。
その後、1934 年 2月 24 日に上院議員に任命され（同年 5月 2日認可、翌 3日宣誓）、ロー
マにも居を構えた（ヴィットーレ地区の Via Ciro Menotti 1）20）。上院では全国教育委員会と人民
文化委員会に所属し（1939 年 4月 17日‐1942 年 4月 21日）、次いで外交・商業貿易・関税
に関する立法委員会に所属した（1942 年 4月 21日‐1943 年 8月 5日）21）。
このように、ファシズム期に要職に就いていたことから、ファシズム体制崩壊後はその
責任が問われることとなった。1944 年 8月 7日、ジョヴァンニは反ファシズム制裁高等司
法裁判所（ACGSAF）に告発された。告発内容はファシズム体制維持に責任があり、上院で
の投票などにおいて戦争を可能にした、というものであった。そして、1945 年 9月 29 日
に失権命令措置が発せられた 22）。その後、土地を巡るトラブルでペスカーラの別荘を失う
など、晩年は必ずしも穏やかとは言い難いものであった。そして、1950 年 4月 15 日、ロ
ーマでその生涯を閉じた。
2 ── 旅程概要と訪問地の印象
本節では、ジョヴァンニの日本国内の旅程を紹介した上で、訪れた都市などについての
叙述を概観する。本書は旅行記ではあるが、個々の訪問地について具体的な訪問日時が明
確には記されておらず、詳細な旅行日程を把握することはむずかしい。ジョヴァンニは、
旅行の途次でのメモを精選しつつ、極力客観的記述を心掛けたと評されている 23）。また、
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本書の後半部分は、日本の芸術、宗教、法律と社会、ヨーロッパとの外交貿易関係などに
ついて、主に先行する日本関連書や日本に関する旅行記、政府統計その他の諸情報などを
中心にまとめたものとなっている 24）。そのため、以下では主にジョヴァンニが実際に見聞
きした叙述を中心にまとめていくことにする。
（１）旅程
1893 年 10 月に東西汽船（Occidentale ed Orientale）のオセアニック号でサンフランシスコを
出発、ホノルルを経由し 10月 31 日に横浜に到着した 25）。その後、それぞれの滞在期間は
明示されていないが、横浜、東京、箱根（宮ノ下、芦ノ湖）、江ノ島、鎌倉、を巡り、東京
に戻ってから東北地方への旅に出た。仙台、松島、塩釜を巡り、東京への帰途、宇都宮を
経由して日光を訪れた。一旦東京に戻ってから東海道線で名古屋へ、さらに京都、大阪、
奈良を回って、神戸から香港行きの P.&O. 汽船のヴェローナ号に乗船、瀬戸内海を経て、
長崎に寄港した後、日本を後にしている。
旅程中で時期が示されているのは、仙台に赴いたのが 11月末か 12 月初頭 26）、東海道線
で西へ向かったのが 12月に入ってから 27）、という程度である。したがって、滞日期間は 1
か月半から 2か月程度と見るべきであろう。
（２）横浜
日本に到着する際、横浜が近づくにつれてまず目に入ったのが、横須賀周辺の砲台・要
塞であった。「要塞すべては実に陰鬱」に映った 28）。だが、横浜に着くと、港の小ささとは
対照的にその「活動は不釣合いなほど大いなるものがあ」り 29）、ジョヴァンニは、
通りでは人々が走り回り、ぼやけた色の小さな馬車が忙しく行き来していた。海岸沿
いには、忙しく立ち働くさまざまな生活があることにわれわれは気づいていた。横浜
は、工業都市で、近代日本に活力を与え、霧や朝の寒さによってもたらされた光り輝
く秋の一日にふさわしい 30）。
とその活気を伝えている。
横浜の町については、「ヨーロッパ的生活」と「日本的生活」があり、これらは地域によ
って分かれていることを指摘している 31）。山手が前者の「貴族的地域」で、外国領事館や
西洋風の邸宅 32）、多くの豊かな店舗が並んでいた 33）。一方、弁天通りや本町通りが後者で、
「地元の中心地で、商売通り」であり 34）、劇場もあり、工業生産も活発と映った 35）。だが、
人力車に乗って横浜を巡ったジョヴァンニには、日本人の居住区では、「他人の叫び声によ
って興奮している、目もくらむほどの人の群れの中を走ると」、「極く小さな橋がかかる運
河」や 36）、「小さな家々、汚い道」が印象的であった、と記している 37）。
それでも、選ばれた高価な品物が長年横浜から発送されているように、横浜港は多くの交
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易の中心であり38）、横浜は今後も重要な商業地域であり続けるだろう、と指摘している 39）。
（３）東京
ジョヴァンニは東京では帝国ホテルに宿泊し、帝国ホテルを「日本で最良のホテル」と
賞賛している。その理由の一つに挙げているのは、「商業地区にも、庶民生活の中心にも近
い」という点である。横浜ほどではないが東京でも西洋風の文化と庶民の文化との「二つ
の文化が混在している」ことを指摘し、その両者を見ることができるという立地条件をジ
ョヴァンニは重視している 40）。その東京の町で目についたのは、どの通りにも警官とあら
ゆる種類の行商人がいて、運河には無数の小舟が浮かんでいることであった 41）。
実際にジョヴァンニが訪れたのは、銀座、芝公園、上野公園、浅草で、この他目黒不動、
亀戸、王子なども言及されているが、文献情報に依拠した記述である可能性も否定できな
い 42）。また、11 月 10 日午後 2時 30 分から赤坂離宮で開催される観菊会にジョヴァンニも
招待され、「男爵ヂョヴァニー、ド、リセー」に宛てられた招待状も掲載している 43）。
銀座通りを歩いたジョヴァンニは、「灰色と黒が支配的な色調」と指摘し 44）、銀行などで
は「紳士が洋装している一方、商人は昔ながらの着物を着ている」と記している 45）。日本
を訪れた外国人の見た日本の風景としては、押しなべて紺色や藍色が印象的とされるが 46）、
ジョヴァンニの記述はその意味で目を引くといってよい。ただし、横浜のヨーロッパ的商
業地域では「紺色の服を着た人々の長い列で一杯になっている」と述べている 47）。
公衆浴場はとりわけ印象的であったようだ。
大きな原始的な湯船に沸き立っている湯に、下層階級の日本人は、常に日に二、三回
は入り、この熱さに異常なほど堪えているのを見た。我々にはとても我慢できない。
……この黄色い貧相な男女の入浴者の群れを見るのは、とても滑稽なものの一つであ
る。……この公衆浴場では、仕切りは完全になくなっている。男女が混在している状
態は、湯船まで続く。娘たちは、半ば湯だった状態で湯船から出る。……近代では、
簡単な仕切りが設けられなければならなくなった。だがこれも実効はさしてない 48）。
同時に、茶屋の「ムスメ」らが、「恥じらいに無頓着で、生まれたままの姿であることに無
関心」であることはヨーロッパ人に大変衝撃を与えた、と率直に記している 49）。
（４）箱根・湘南
ジョヴァンニは、東海道線で国府津に行き、そこから馬車鉄道（ジョヴァンニは“tramway”
と表現している）で小田原を経由して箱根湯本に登り、さらに人力車で宮ノ下に赴いた 50）。
宿泊した富士屋ホテルについて、クック社の周遊券をもった英米の家族や年配のイギリス
人女性の一団などでいっぱいであると記し 51）、さらに宮ノ下から熱海への道は最も旅行者
で混んでいるとしている 52）。
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この地域の風景はイタリア各地を彷彿とさせたらしく、芦ノ湖はコモ湖に 53）、熱海はソ
レントの海岸に 54）、それぞれ似ていると述べている。江ノ島については「日本のカプリ」
と表現しているが、本物のカプリ島よりも大いに小さく、さほどすばらしくはないと率直
な感想を記している 55）。
江ノ島から鎌倉に足を延ばしたジョヴァンニは、特に鎌倉の大仏について、「日本のすば
らしい特徴の中でも最もすばらしいものの一つ」と絶賛し、奈良の大仏よりもすばらしい
と記している 56）。
（５）仙台・松島
上野から列車に乗り東北地方に向かったジョヴァンニは、「エゾ」について、アイヌが住
んでいること、そのアイヌが徐々に蝦夷地北方に追いやられていること、蝦夷地の天候は
宮ノ下、伊香保、湯本などよりも優れていることなどを列挙している 57）。鉄道での長距離
移動は快適で、駅ごとに茶が新しく供されると指摘している。車内の光景については、「三
等車には地元の人間が群がっている」有様で 58）、「一等車の客は顎鬚を蓄えているが、二
等・三等車の客の顔は完全にのっぺりしている」こと、みな和服で、新聞を読んでいるこ
となどを挙げている 59）。
上野から 12時間を要して仙台に到着したが、そこでの宿屋は帝国ホテルとは大いに異な
っていた。冬支度の時期で寒風が吹き、改めて寒さを強調している 60）。仙台の街は「単調」
であったが、概して東京や長崎と同じ印象で、日本ではどこでも街や住民の印象が似てい
ることを指摘している 61）。言い換えれば、過去と現在とが明らかに混在しているという点
で共通しており、その差異は「東京では古い銀座と近代的な日本橋とが截然と区別されて
いるが、仙台ではすべてが一体で混然としている」ところにあると述べている 62）。また、
宵時の仙台の街は「完全に軍事的様相を」示し、無数の兵士が通りを埋め尽くしている点
にも注目している 63）。
仙台から東京に引き返す途中、宇都宮から日光に回ったジョヴァンニは、日光について、
「鬱蒼とした木々」と静寂さ、「近くの瀑布の調和のある渾然一体さ」など、景色のすばら
しさに言及している 64）。そして、「日光を見ずして結構と言うなかれ」という格言がその通
りであると認めている 65）。
（６）関西以西の旅
東海道線を下り、まず名古屋に赴いたジョヴァンニは、その途次の多くの川に架かる橋
梁について、そのすべてが「日本の技術者によるもので」、如何に短期間のうちにヨーロッ
パ人の手から日本人が産業各部門で必要なものを学び取ったかに感心している 66）。名古屋
については、「陶器生産の中心地」で、横浜でヨーロッパの好みに応じた装飾を施されて輸
出されることに言及している 67）。同時に、名古屋城が「軍事演習の中心」となっている点
も指摘している 68）。
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京都に着いたのは夜で、ジョヴァンニは人力車で也阿弥ホテルに向かった。也阿弥ホテ
ルは円山公園内の丘の上にあったホテルで、「丘からは京都の町全体が一望でき」69）、「也阿
弥ホテルの見晴台は、毎晩宿泊客が集る場所であった」と記している 70）。
京都は「工芸技術の町である」として 71）、工芸品の見事さを賞賛している 72）。京都で訪
れたところは、本願寺、二条城、京都御所、蹴上の琵琶湖疎水、宇治などである。本願寺
は、当然のことながら浅草と似ているとしつつも、近接したところで「市民生活が活発に
行われている」一方、「昔ながらの仏教寺院が静けさを犯されない」点に感心している 73）。
また、二条城と御所については、「どちらも単調である」と記している 74）。琵琶湖疎水に関
しては、その技術に感心し、「近代日本の名誉となる業績」と賞賛を惜しまない 75）。
京都の訪問で恐らく最もスペースを割いて叙述しているのは歌舞練場の様子についての
件である。「若い芸妓の学校がある」として、その最も有名なものが也阿弥ホテルのすぐ近
くにあったことを紹介している。日本人の場合には「招待状」がないと容易には入れない
が、外国人であれば簡単に入ることが許されたという 76）。そして、その見学の模様を詳し
く述べている。女将の下に厳しい訓練がなされていて、ジョヴァンニが見たのは、4、5人
余りの「小さな生徒たち」が師匠の手ほどきを受けながら踊りの訓練をしているところで
あった。外国人がいることで、彼女たちを内気や引っ込み思案にさせたらしく、ミスをし
ては「火鉢のそばにしゃがんでいる師匠からとても厳しい叱責を受けていた」と記してい
る 77）。そして、「芸者は外国人にとっては、日本の大都市で最も魅力的なものである」と率
直に述べ 78）、
京都の宵は、この伝統的な踊りで特に魅力的であった。茶屋の主たちの多くは、これ
らの楽しい催しを準備するのに完璧な能力を有していた。暖かく愉快な雰囲気で寒さ
と退屈さとを忘れさせてくれる 79）。
と評している。また、横浜で日本の宴会に招待された際の展開を記しているが、食事が一
段落したところで、主が「ゲイシャ！ゲイシャ！」と大声で叫び、日本の食事や宴会に芸
者が不可欠であると述べている 80）。
大阪に移動したジョヴァンニは、大阪を「日本のヴェネツィア」としつつも、「はるかに陳
腐」であると断じている。その理由として、木造の小さな家々が立ち並ぶ多数の運河と近
代の鉄橋によって結び付けられた道路などを挙げている 81）。大阪は、「軍事都市」で「大勢
の兵士が行きかい、演習が絶え間なく行われる」とともに、「地元の人々の群れが、興味深げ
に兵士の演習を見ている」様を伝えている。一方、大阪は「重要な商業中心地」で、とり
わけ日清戦争終結後、日本政府は大阪を始めとして、このような商業中心地を整備し改良
しようとしており、工業化・商業化の進展に一層拍車がかかっている点を指摘している 82）。
次いでジョヴァンニは奈良を訪れた。奈良の大仏の方が鎌倉の露座の大仏よりもずっと
美しいと矛盾した記述をしている 83）。だが、むしろ目を引くのは、興福寺や奈良駅の近く
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で、「かなりの数の乞食」に遭遇したとの記述である。ジョヴァンニは、「みすぼらしい身
なりの乞食」は「吐き気を催させるほどひどかった」として、「それは、［日本で］不快を催
した数少ない機会の一つであった」とも述べている。それについて、東京では「多くの慈
善組織が生まれている」ことと、都市部に比べて「田舎の地」では「文明はその恩恵をも
たらしていない」ことを背景として捉えている 84）。
その後ジョヴァンニは、大阪経由で神戸に向かった。神戸の街は、海岸沿いにヨーロッ
パ風の街路と家々が立ち並び、横浜に似ているとの印象を記している。一方で、神戸は日
本第二の貿易港でありながら、港が狭小であることも指摘している。そして、神戸の日本
人にはよい印象を抱かなかったようである。なぜならば、
文明は神戸の日本人に、行儀の悪さをもたらし、思いやりを減じさせた。商人は、大
阪や京都の商人よりも一層抜け目がなく、堕落している 85）。
と指摘しているからである。
瀬戸内海の風景は、霧が深かったこともあって、「比べ物がないほど雄大であると日本人
が褒め称えるほどではなかった」と記している 86）。そして、長崎については、鼈甲細工の
店が多いこと、他の都市同様、「ヨーロッパ風の新しい地域と旧市街」の二つの区域に分か
れていることが記されている 87）。
3 ── 日本の習慣や国民性などに関する印象
本節では、いくつかの項目に絞って、日本に関する総括的な印象をまとめることにしたい。
（１）官僚制
横浜到着時に、「公衆衛生と税関のうるささ」に辟易したジョヴァンニだったが 88）、ドイ
ツに範をとる日本の官僚制は、ドイツ流の「数学的厳密さでは、まだまだ道は長い」と指
摘している。なぜならば、上級の行政や組織においてはともかくも、精神面や特に下層の
組織においては、ドイツ流の官僚制が十分に入り込んではいないと見ていたからである 89）。
それでも、概して「日本の官吏は、規律正しく正確である」と映った 90）。官僚機構の中で、
「警察組織は近代日本の最も組織化された優秀なものの一つであると断言できる」として、
刑務所や監獄のシステムはとても発達していると述べている 91）。
（２）軍隊と好戦的性格
兵士は集団で道を歩いている。というのも、ここでは軍隊生活は市民生活の大半の部
分となっているからである。また、東京は、大中心地の一つである。そこで、近代日
本は海陸軍の力を一つに結集した 92）。
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これは東京の風景を記した件である。前節で紹介したように、仙台、名古屋、大阪につ
いてもそれぞれ軍事都市の側面を特徴として指摘している。いずれも師団がおかれた都市
であるので、そのように映るのは当然かもしれない。
「海軍は近代日本の傾向を最も代表している」とした上で 93）、狭い船室でも快適に過ごす
日本人士官に感心している 94）。また、再三強調されているのが、「サムライ」と連動させた
「軍事的性格の基調」であり 95）、「兵士の俊敏さと軍事的能力」96）、「指揮官の抜け目のなさ
と下僚の服従という二つの性質」97）、「指揮官や兵士の規律と自己犠牲」98）などである。ま
た、日清戦争に際しても、すべては秩序立っていて、戦争に突入する準備も前々からでき
ていた、と指摘している 99）。そして、日清戦争後には、「ヨーロッパ文明国への道程を加速
するため」陸海軍とさまざまな鉄道や港湾の建設に予算を費やしており 100）、このように西
洋文明を摂取する日本人の「機敏さ」から、軍事的には日本を軽視することはできない、
としている 101）。
（３）女性
アジアでは、記憶にないほど昔から、女性を奴隷状態におく観念が家族と国家の法を規
定している 102）、と紹介した上で、日本でも女性は例外なく家長の権威の下に置かれ、夫に
先立たれた場合にはその長子の下に置かれる 103）、と指摘する。ただ、アジア地域一般と比
べると、日本の女性は、習慣の優しさもあって、厳しい封建秩序関係を和らげ、同じ隷属
状態にいても自由に見えるほどであった 104）、としている。
興味深いのは、女性の劣位はかつて朝廷や伝統的階級でより厳格であったとしながら、
今日では反対になっているとしている点である。すなわち、下層階級では男性の優越が決
定的になったままだが、上流階級、殊に東京の貴族社会では、女性の状況が改善されてい
る、とジョヴァンニは指摘する 105）。おそらく、観菊会などの場面で、それなりにヨーロッ
パ風の社交界的雰囲気から、女性に敬意が払われていると映ったのかもしれない。
婚姻形態が西洋とは大いに異なるとして、日本では新婚夫婦が夫の両親の家で生活する
ため、妻は完全に夫の両親の望むがままに置かれると指摘、婚姻の基底は、欧米の考えや
原則とは全くかけ離れている 106）、と見ていた。また、庶民の結婚のほぼすべては単に同棲
状態の形態を取るとして、夫はほぼ常に、一人あるいはそれ以上の女性と同棲している、
と述べているが 107）、これは不正確な記述といえよう。
なお、女性の、特に若い娘の顔かたちとして、「永久に夢想したまま動かない」「かろう
じてわかる切れ長の目」はよほど印象的だったらしい 108）。
（４）食事・宴席
日本の食事は、ジョヴァンニにとって興味深いものの一つであったが、「ヨーロッパ人の
胃袋にあっているとはいえない」と率直な感想を述べている 109）。抹茶で始まる会席の順序
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を具体的に記しているが、むしろ印象的なのは食事の間に不断に供された「サケ」であっ
たようだ。「沸いているサケを無理やり献酒する」とともに、三味線と太鼓の音曲が流れ、
列席者らの「大きな騒ぎ声と酩酊状態」が記されている。一人女将だけが冷静であること
も印象に残ったようである。
音曲については、
確かに調和音ではなく、聞いた最初は心地よくもなかった。だが、次第にその哀愁を
帯びた音、その独特の拍子、厳しく突かれた弦が金属的な音を出す節回し、などによ
って圧倒される 110）。
と述べている。不協和音として違和感を感じるだけではない点で、この件は注目される 111）。
ジョヴァンニにとっては、この宴席自体が総じて「快適なジャポニスモ」と映っていた 112）。
（５）国民性
まず指摘されているのは、清潔さ 113）、単一性 114）、排外主義的傾向 115）、暗殺をいとわな
い壮士の系譜 116）、「繊細な嗜好」を持っていること 117）、などである。面白いのは、
日本人は、その陽気さと生活様式において、ラテン民族の性格と関わる点をたくさん
持っていて、ラテン民族との方が、冷たく厳しい北欧系民族とよりもより仲良くでき
るだろう 118）。
とラテン民族すなわちイタリアとの相性を指摘している点である。その上で、「良質さと欠
点との混合物」が日本人の性格であるとして、感受性豊かで変化に富む精神を有する一方
で、常につまらぬことや些細なことに怒る傾向がある上、過度に迷信を信じている、とも
述べている 119）。あるいは、「軽薄さと不安定さ、うつろいやすさ、はこの人民の一番弱い
側面である」としながらも、「善良な性格と殊に気立てのよい心底」がその真の性格である
と評価している 120）。
とりわけ開港場で目にする「ヨーロッパと日本との混合した習慣」は、ジョヴァンニの
目には「かなり滑稽」に映った 121）。同時に、かつては中国人を模倣していたように、今で
はヨーロッパ人を模倣しているとして、日本人の模倣性を特徴として挙げている 122）。そし
て、この 2、30 年での日本の変容ぶりに驚くとともに 123）、それを「革新」と表現し、その
「革新は常に拡大する革新だろう」と見ている 124）。このような国民性との連関が明確に指
摘されている訳ではないが、日本の外交態度についての次の指摘は傾聴に値しよう。
外交関係において、日本人が妥協的であるということはとてもできない。そのアジア
的性格は変わりばえがしない。なぜならば、何時もマキアヴェッリ的解釈が絶えず続
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き、近代の官僚的形態は、長い間交渉や議論をするような別の有力な方法をとるから
である 125）。
（６）その他の側面について：総合的評価
日本では「宗教精神は、今日では、一層弱体化している」としつつも、祭礼などの機会
に「人民の快活な性格とその殆ど狂ったような熱情」が表出することで神道や仏教の権威
を保っている、と指摘している 126）。
対照的に目を引いたのは、義務教育の徹底ぶり 127）と人民の政治意識の高さである。特に
政治意識に関しては、新聞が廉価で普及していること、どんなに小さな駅でも新聞を売っ
ており、人々は新聞を読もうと押し寄せていて、農民や労働者の間でもそのような意欲が
高いことにジョヴァンニは驚いている。そこでも改めて教育との連動に目がいき、「下層階
級の人々が示す、このような政治的事象への大いなる関心は、日本人が義務として受けて
いる教育の度合いを明らかにしている」と結論付けている。そして、具体的に主要新聞紙
名を列挙するとともに、「検閲が維持され」、「新聞の発刊を差し止めるのはいまだに司法当
局の意のままになっている」点にも言及している 128）。
人民や下層階級へもジョヴァンニは視野を広げていた。浅草近郊を訪れた折には「エタ」
を思い出したとして、「排斥された階級で、あらゆる人々からはねつけられていた。今では
最早存在しない」と述べている 129）。
このようにさまざまな点を実際に見聞し、また、文献資料や先学の書物などからそれな
りの情報とイメージを得ていたジョヴァンニは、日本を去るに当たって、次のように記し
ている。
短い滞在の間に証明された心地よい感情を惜しむ気持ちでいっぱいになりながらの別
れであった。アジアの他の土地は、……恐らくその広大さでは勝っているだろうが、
研究や賞賛に値する日本が持つような、この多様な自然や独特の生活にはどこでも出
会うことはない 130）。
この指摘は、ジョヴァンニの日本に対する評価をまとめたものといってよいだろう。
── おわりに
ジョヴァンニの日本関連記述とその印象から、そこに見られる日本イメージの特徴とそ
の形成過程の特質について試論的にまとめておこう。
概括的には、他の旅行記や訪問記録に比して、独自性は乏しいといわざるを得ない。日
本の変容と即応的に模倣する傾向性、訪問地各所における印象に関しても、他の旅行者の
それを補強するものではあっても、ジョヴァンニ独自の指摘ないし印象という点でいえば、
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多くを挙げることは容易ではない。
その中にあって、次の三点は特筆しておくべきであろう。
第一に、「軍事都市」の雰囲気を各地で指摘している点である。これは案外盲点となると
ころで、その指摘自体が注目に値する。如何に日清戦争前後の日本において、軍事的要素
が日本各地の都市生活で前面に出ていたのか、軍事演習や兵隊の行進が都市の中で日常的
に行われていたのかを示す証左であり、外国人から見るとその点が如何に強く目についた
のか、を示している。次に、国民性・民族性の面で、日本人とラテン民族との共通性を見
出している点が挙げられる。日本人の諸特質としてジョヴァンニが指摘している内容はす
でに紹介した通りだが、単一性、排外主義的傾向、軽薄さ、不安定さ、移ろいやすさ、激
しやすく迷信を信じやすいこと、陽気さ、等々の諸特質において共通しているというので
あれば、逆にイタリアの国民性ならびにファシズムを形成した土壌に関する一定の手がか
りにつながる可能性を含んでいると思われる。第三に、相対的には些細なことになるかも
しれないが、日本の音曲について積極的ではないとしても一定の評価をしている稀有な例
として注目される。ラテン民族との親和性と言う観点から見れば、音曲についての柔軟な
感覚がジョヴァンニには備わっていた。
冒頭で紹介した、1920 年代から 1930 年代の教科書における日本イメージは、ほぼその
ままジョヴァンニが指摘するものでもあった。その意味で、ファシズム期に登場する日本
イメージは、すでに日清戦争期には形成されていたということができるのではないだろう
か。
《注》
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５）Eugenio Oberti & Arturo Avelardi, Il Nostro Mondo, Testo di Geografia e Letture Geografiche ad Uso degli Isti-
tuti Inferiori, Vol.IV, Terre e Genti d’oltre Europa, Torino: G.B.Paravia & C., 1939, p.18.
６）ファシズムは、人の理性ではなく非理性に訴えることによって社会を改造しようとしたが、中途半端
に終わり、極めて保守的なさまざまな価値観との妥協を強いられた結果、1930 年代になると、典型
的な「ファシスト党員」は労働を愛し、日曜には必ず教会へ行く愛国的な家庭人になっていた（ク
リストファー・ダガン『ケンブリッジ版世界各国史　イタリアの歴史』創土社、2005 年、310－311
頁）、という指摘は傾聴に値しよう。
７）Giovanni De Riseis, Il giappone moderno, Milano:Fratelli Treves, 1900.  本書序文の日付は 1895 年 11 月と
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なっている。なお、本書初版は 1896 年だが、同年中に第 2刷が、また 1900 年に第 3刷が出ている
（Pierfrancesco Feli, “Alcune note biografiche e critiche su Giovannni de Riseis”, in: Rivista degli studi orientali,
78, no.1, 2005, p.237）。本稿では 1900 年版に拠っている。
８）ジョヴァンニは 1893（明治 26）年 11 月 6 日発行の「外国人旅行免状」を本書に載せている（Ivi,
p.29.）。その有効期間は 3か月であるが、本書には年末年始の記述が全くない。その点からも有効期
間まで滞在したのではなく、12 月半ばには離日したと見るのが適切であろう。なお、同「免状」に
は旅行対象地域として、多くの府県が記されているが、実際の旅程は後述する通りであった。
９）Feli, op.cit., pp.252-253.
10）新任の高平小五郎駐伊公使は信任状提出前の 1894（明治 27）年 9月 27 日から、イタリア外相アル
ベルト・ブラン男爵との間で実質的な改正交渉に入った。そして、交渉が妥結し、同年 12 月 1 日に
新日伊通商航海条約が調印された（外務省編『日本外交文書』第 27 巻第 2冊、日本国際連合協会、
1953 年、236－282 頁）。批准手続きについては、イタリア議会での議論が遷延し、さまざまな議論
があったものの、1895（明治 27）年 7月 29 日に下院を、8月 3 日に上院をそれぞれ通過し、8月 4
日に批准書の交換を結了した（1895 年 8 月 7 日付西園寺公望外相臨時代理宛高平小五郎駐伊公使公
信、外務省編『日本外交文書』第 28 巻第 2冊、日本国際連合協会、1953 年、86－91 頁）。ジョヴァ
ンニは、「イタリア議会では、この条約の重大な政治的重要性は、完全に、かつ誰からも認識されて
いた。ボニン、プリネッティ、パンターノらの議員のように単に貿易の側面からだけ反対があった
のではない。彼らは、日本が譲歩したよりも一層好意的な国の関税について、協定上の関税を好ん
でいたのだろう」と記している（Ivi.,p.533.）。高平によれば、下院では「本条約ハ数年後実施スヘキ
モノナレハ急速議決ヲ要セサルニ付其間一層詳密ニ両国通商ノ関係ヲ調査シ然後慎重ニ討議スヘシ
トノ反対論」などが出た一方、上院では「日本人ハ鋭敏ニシテ不可侮人種ナレハ本条約ヲ可決スル
時ハ大蔵大臣農商務大臣ニ於テ通商上其競争ニ当ルノ良策ヲ講究セサルヘカラストノ一説ヲ論出ス
ル者」などがいた（1895 年 8 月 7 日付西園寺公望外相臨時代理宛高平小五郎駐伊公使公信、外務省
編、前掲『日本外交文書』第 28 巻第 2冊、87 頁）。これらを勘案するに、ジョヴァンニはイタリア
上院・下院の議論の帰趨を把握した上で本書の叙述をしていることが窺われる。
11）Giovanni De Riseis, op.cit., pp.532-534. 
12）たとえば、1894（明治 27）年 9月 1 日の総選挙結果を踏まえた数字を紹介している（Ivi, p.545.）。
13）本稿第 3章（２）を参照。陸海軍については、明らかに「最近の戦争［日清戦争を指す］で……証
明された」と日清戦争での事項を踏まえて過去形で叙述されている（Ivi, p.78.）。この他少なからぬ
箇所で日清戦争終結後の状況について言及している。
14）拙稿「日清戦争後ドイツの日本イメージの一端──エーゴン・クーンハルトとその旅行記について
──」『和光大学現代人間学部紀要』第 7号、2014 年 3 月、7－25 頁、参照。
15）たとえば、吉浦盛純『日伊文化史考』イタリア書房出版部、1968 年、211－215 頁、ではジョヴァン
ニの『近代日本』に触れているが、研究書というよりも一部を抄訳しながらの簡単な紹介というべ
きものである。
16）以下、リセイスの経歴については特記しない限り Feli, op.cit., pp.237-259, に拠っている。
17）Giovanni De Riseis, Caucaso ed Asia centale. Ricordi di viaggi, con fotografie delle autore, Lanciano, 1904.
18）サトリアーノ王子、クレッキオ（Crecchio）男爵、タオルミーナ公爵などの称号を持ち、イタリア王
冠騎士団のコンメンダトーレ、同上級騎士勲章、サン・セポルクロ騎士団大綬章などを得た（「共和
国の上院議員」（Senato della Repubblica、http://www.senato.it）による）。なお、ここには管見の限り唯
一といってよいジョヴァンニの写真が、『有力者たち。ファシズム紳士録』（E.Savino, La nazione oper-
ante. Albo d’oro del fascismo: profili e figure, Novara, 1937.）から引用掲載されている（Feli, op.cit.,
pp.239.）。
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19）前掲「共和国の上院議員」による。
20）同前。
21）同前。
22）同前。
23）Feli, op.cit., pp.252-253.
24）ジョヴァンニは書名を挙げてはいないが、言及している人物として、チェンバレン、アーノルド、
ゴンセ、ミットフォード、ブスケ、らの著作を参考にしたと記している（Giovanni De Riseis, op.cit.,
p.447.）。この他本文中で書名を明示しているものとしては、グリフィス『ミカドの帝国』がある
（邦訳は、山下英一訳『明治日本体験記』平凡社東洋文庫、1984 年。ただしこれは、第二部（Book II）
Personal Experiences, Observations, and Studies in Japan 1870-1874、のみの全訳である）。
25）Giovanni De Riseis, op.cit., p.29.
26）Ivi, p.351.
27）Ivi, p.386.
28）Ivi, p.31.
29）Ivi, p.39.
30）Ivi, p.37.
31）Ivi, p.50.
32）Ivi, p.51.
33）Ivi, p.60.
34）Ivi, p.64.
35）Ivi, p.85.
36）Ivi, p.84.
37）Ivi, p.48.
38）Ivi, p.70.
39）Ivi, p.63.
40）Ivi, p.211.
41）Ivi, p.134.  東京が元来は「水の都」であったことがこのような記述からも窺える。
42）特に目黒不動については、権八・小紫の話を紹介しているが、アーノルドに拠った可能性は高い（エ
ドウィン・アーノルド『ヤポニカ』（新異国叢書　第Ⅲ輯　8）雄松堂出版、2004 年（原著は 1891
年）、170 頁）。
43）Giovanni De Riseis, op.cit., p.103.
44）Ivi, p.131.
45）Ivi, p.211.
46）たとえば、1893 年から 1894 年にかけて世界一周旅行の中で日本を訪れたチェコのヨゼフ・コジェ
ンスキーは、服装について記した中で、働く女性も紺色の服装であると述べている（コジェンスキー
『ジャポンスコ』朝日新聞社、2001 年（原著は 1895 年）、161－162 頁）。また、ドイツのエーゴン・ク
ーンハルトも男女の着物は「青かパールグレイ」であると述べている（Egon Kunhardt, Wanderjahre
eines Jungen Hamburger Kaufmannes – eine Reise um die Erde in777 Tagen, Berlin, Verlag von Dietrich
Reimer, 1898, S.93.）。
47）Giovanni De Riseis, op.cit., p.69.
48）Ivi, pp.195-196.   湯温の熱さについては、ジョヴァンニが依拠したアーノルドも言及している（アー
ノルド、前掲書、94 頁）。
49）Ivi, p.196.
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50）Ivi, p.316.   1891 年刊行の英文のガイドブックでも、横浜からの距離と交通機関の便利さから、宮ノ
下・箱根は特におすすめの地域とうたっている。東海道線で国府津まで行き、国府津からは“tram”
か人力車で湯本へは約 1時間、湯本からは人力車で宮ノ下へは約 1時間、と所要時間も記されてい
る（Basil Hall Chamberlain & W.B.Mason, A Handbook for Travellers in Japan, London: John Murray, 1891,
pp.97-98.）。
51）Ivi, p.320.
52）Ivi, p.324.
53）Ivi, p.329.
54）Ivi, p.334.
55）Ivi.
56）Ivi, p.338.
57）Ivi, p.347.   実際に北海道には赴いていないので、これらの叙述は文献情報に基づくものであろう。
58）Ivi.
59）Ivi, p.349.
60）Ivi, p.351.
61）Ivi.
62）Ivi, p.368.
63）Ivi, p.366.
64）Ivi, p.371.
65）Ivi, p.372.
66）Ivi, p.387.
67）Ivi, p.390.
68）Ivi, p.387.
69）Ivi, p.391.
70）Ivi, p.408.
71）Ivi, p.402.
72）Ivi, p.400.
73）Ivi, p.398.
74）Ivi.
75）Ivi, p.406.
76）Ivi, p.408.   祇園花見小路にある歌舞練場であろう。
77）Ivi, p.410.
78）Ivi.
79）Ivi, p.412.
80）Ivi, p.93.
81）Ivi, p.419.
82）Ivi, p.422.
83）Ivi, p.423.
84）Ivi.   外国人旅行者については、むしろ「乞食」の不在さに注目した記述が多く、積極的に「乞食」
に言及した例は少ない。少し後の時期になるが、1900 年代に何度か日本を訪れた英国人写真家のポ
ンティングは、「［伏見］稲荷の境内には易者や乞食や玩具売りなどがたくさんいる」と記しているく
らいである。（ハーバート・ポンティング『英国人写真家の見た明治日本』講談社学術文庫、2005 年、
71 頁）。
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85）Ivi, p.427.
86）Ivi, p.430.
87）Ivi, p.433.
88）Ivi, p.83.  1890（明治 23）年には長崎で発生したコレラが全国に蔓延し多数の死者を出した。また、
1892（明治 25）年には東京でリンドルペストが発生、全国に広がりを見せ、1894（明治 27）年には
ペスト患者の発生したアメリカ船が長崎に入港し不安を募らせた。これらが、「公衆衛生」が挙げら
れている背景要因であろう。
89）Ivi, p.44.
90）Ivi, p.78.
91）Ivi, p.391.
92）Ivi, p.127.
93）Ivi, p.78.
94）Ivi, p.81.
95）Ivi, p.128.
96）Ivi p.34.
97）Ivi, p.78.
98）Ivi, p.445.
99）Ivi, p.81.
100）Ivi, p.442.
101）Ivi, p.368.
102）Ivi, p.518.
103）Ivi, p.516.
104）Ivi, p.518.
105）Ivi.
106）Ivi, p.520.
107）Ivi.
108）Ivi, p.90.
109）Ivi, p.87.
110）Ivi, p.95.
111）たとえばエーゴン・クーンハルトは日本の音曲を、「全く単調」で「美しくなかった」と評してい
る（Kunhardt, a.a.O., S.89－90．）。また、コジェンスキーも日本の音階の違いから、「外国人は日本人の
歌をきく興味を立ちどころに失ってしまう」と述べている（コジェンスキー、前掲書、139 頁）。ア
ーノルドも、「［三味線などの］日本音楽はハーモニーがないし、慣れない耳にはほとんどメロディー
は聞こえない」と述べている（アーノルド、前掲書、106 頁）。
112）Giovanni De Riseis, op.cit., p.93－96.
113）Ivi, p.80.
114）Ivi, p.154.
115）Ivi, p.207.
116）Ivi, p.212.
117）Ivi, p.412.
118）Ivi, p.245.
119）Ivi, p.442.
120）Ivi, p.443.
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121）Ivi, p.519.
122）Ivi, p.114.
123）Ivi, p.45.
124）Ivi, p.48.
125）Ivi, p.218.
126）Ivi, p.390.
127）Ivi, p.133.
128）Ivi, p.202.
129）Ivi, p.170. 実見した記述はないので、おそらく文献情報に基づくものであろう。
130）Ivi, p.439.
───────────────────［うえの  たかお・和光大学現代人間学部身体環境共生学科教授］
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